
東京都生協連第76回通常総会、
創立75周年記念レセプションを開催しました

６月23日（火）、中野セントラルパーク 
サウスにて、第76回通常総会を開催し
ました。代議員総数95名のうち、出席 
総数95名（実出席45名、書面出席50
名）で総会は成立しました。

定刻の14時に開会し、秋山会長理事 
からの開会挨拶、樽井専務理事からの
議案提案、稲生特定監事の監査報告に
続き、３生協４名の代議員から発言が
ありました。討論のまとめの後に採決
が行われ、すべての議案が全会一致で
可決・承認されました。

第76回通常総会後、同会場で「東京都
生協連創立75周年記念レセプション」を
開催し、東京都や都議会、中野区関係者、
友誼団体、お取引先、会員生協の皆様など
約300名をお迎えしました。

式典では、小池東京都知事、増子都議会
議長、JA東京中央会・野﨑会長、日本生協 
連・新井会長からのご挨拶後、来賓による 
鏡開きと元東京都副知事・青山様のご発声 
で乾杯を行いました。会場では各界よりご 
参加いただいた皆様が和やかに歓談され、
盛況のうちに閉会しました。

第76回通常総会　すべての議案が全会一致で可決・承認

創立75周年記念レセプションを開催
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元東京都副知事　青山 佾様

総勢22名の来賓と東京都生協連役員による鏡開き

東京都知事
小池 百合子様

東京都議会議長
増子 博樹様

東京都農業協同組合中央会
代表理事会長　野﨑 啓太郎様

日本生活協同組合連合会
代表理事会長　新井 ちとせ様

来賓ご挨拶

乾杯 都議会主要会派の議員のご紹介

鏡開き

創立75周年記念レセプション
「感謝」と「未来への決意」をお伝えしました
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総勢約300名の皆様が和やかに歓談されました

秋山 純 会長理事 百瀬 文也 常務理事　　後藤 有里 常務理事 渋澤 温之 副会長理事

フードバンクくにたち理事長
蓬田 俊子様 ご挨拶

東友会 代表理事
家島 昌志様 ご挨拶

会場の様子

主催者挨拶 司会進行を務めていただいたお二人 閉会挨拶

平和活動団体のご紹介
・	 東友会
・	 日本原水爆被害者団体協議会
・	 第五福竜丸平和協会

・	� ノーモアヒバクシャ記憶遺産を継承する会
・東京大空襲・戦災資料センター

フードバンク団体のご紹介
・	 全国フードバンク推進協議会
・	 フードバンクいたばし
・	 フードバンクむさしの

・	 フードバンクみたか
・	 フードバンクソスペーゾ多摩
・	 フードバンクくにたち

・	 フードバンクこだいら
・	 フードバンクはむら

東京都漁業協同組合連合会様よりご提供いただいた、 
東京産の生キハダマグロをお寿司にしてふるまいました
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秋山 純 会長理事 樽井 美樹子 専務理事
生活クラブ生協　小寺 浩子 代議員（左）

工学院大学学園生協　秋田 歩美 代議員（右）

代議員の発言
“変化”しながらも“抗う”医療生協
� 東京保健生活協同組合　引地 弘充 代議員

東京健生病院の老朽化が進み、リノベーションや現地建替はできず、旧老健ひかわした跡地
に移転後に売却することとなった。今後は訪問介護が増えることから、在宅に重点をおいた医療・
介護体制を整備して地域組合員や住民の生活を支える新プランを総代会で決定した。事業体と
して変化しながら、運動体としても抗っている。５月の憲法集会や地域医療を守る請願署名を
理事会が先頭となり取り組んでいる。若い人の署名も増えてきた。最も変化に対応できるものが
生き残る。今後も変化していきたい。

被爆80年の節目に深めた協同と平和への取り組み
生活協同組合コープみらい　田中 有希子 代議員

被爆80年の節目に「ピースプロジェクト」へ参加し、東友会や都内の各生協、東京都生協連
と協力しながら、パネル展やピースツアーを通じて被爆の実相を次世代へ継承する取り組みが 
できた。コープみらいで東友会講話、ピースツアー参加者の報告会も行いました。国際協同組合年 
を経た今、東京の生協が連携し、ともに学び合う場をさらに充実させることが大切です。これから 
も次世代へ平和な未来をつないでいけるよう取り組んでいきます。

『健康フェア』イベント報告
東京大学消費生活協同組合　中山 太智 代議員、佐々木 誠 代議員

東京大学生協では、学生委員会を中心に「健康フェア」を開催しています。昨冬 
は大学の保健センターやコープみらいとも協力できたことで、専門性のある企画 
を行うことができ、予想を上回る107名が参加した。留学生の参加も多かった。 

今後も大学や地域生協との連携を 
すすめていきます。また子ども食堂を
行っている学生団体への協力を生協
食堂で行っており、地域での活動を頑
張る学生の支援も行っている。

今回初めて地域生協と連携した取り
組みができた。今後もぜひお願いしたい。

東京インターカレッジコープ　牧田専務理事（左）
八王子保健生協　小山専務理事（右）

挨拶

新任監事のお二人

議案提案 議長

第76回通常総会
第７期中期計画を決定

4



４月12日（日）、「2026ピースアクションin TOKYO＆ピースパレード」を東京ウイメンズプラザホールで開催し、 
東友会や東京地婦連、東京の生協などから125人が参加しました。（後日視聴95人）「核兵器廃絶、平和な世界を東京 
から」をテーマに、被爆証言、参加団体によるリレートーク、NPT再検討会議代表団の紹介などを行い、アピール 
文を採択しました。閉会後は新緑の渋谷の街をパレードし、道行く人に平和への願いと核兵器廃絶を訴えました。

４月18日（土）、コープ災害ボランティアネットワークではスキルアップ講座第３講を開催し、11名の参加
がありました。立川防災館のVRなどを活用した地震や風水害の臨場感あふれる疑似体験などを通して、日常
の備えやいざという時にとるべき行動を学びました。

参加者からは「定期的な訓練や防災についての情報をアップデートすることが大切」「災害時、家族だけでなく 
地域との連携が重要だと感じた」との感想がありました。

３月18日（水）、認定NPO法人JUON NETWORK理事・
事務局長の鹿住貴之さんを講師に学習会を開催しました。

木は成長より遅いスピードで使うことでいつまでも循環する 
「持続可能な資源」となります。しかし、暮らしが森から離れたこと 
で、今まさに利用期を迎えている日本の森林の荒廃が進んでいます。 
間伐材の利活用を進め、都市と農山漁村のネットワークを構築
することが持続可能なしくみづくりにつながることを学びました。

被爆当時１歳８か月、父母が残した
手記より証言された木村一茂さん

VRで地震や水害を体験

2026ピースアクションinTOKYO参加者の皆さん

感想交流では万が一に備え、近所との
つながり方について意見交換しました

渋谷の街をピースパレードで
戦争のない世界をアピール

大人も子どもも楽しく学べる立川防災館

講師の鹿住貴之さん

「2026ピースアクションin TOKYO＆ピースパレード」を開催
核兵器廃絶と戦争のない平和な世界をめざして！

震度７や火災の煙をリアルに体感！
〜立川防災館でスキルアップ講座開催〜

環境・エネルギー学習会
「～都市と農山漁村が支え合うネットワーク～
森林保全から構築する持続可能な社会」を開催
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会員生協の取り組み
会員生協の皆さんか

ら

情報をお寄せいただき
ました

東都生協×東京西部保健生協×城
南保健生協

パルシステム東京の「いなぎめぐみの里山」は、保全と交流が評価され、第２回Tokyo NbSアクションアワード 
中小規模法人部門で優秀賞を受賞しました。都心から30分圏内の森で、30年以上放置されていた山林を地域住民や 
ボランティアが再生させ、生き物モニタリングや組合員の間伐体験を実施しています。今年の４月も組合員を対象と
した急斜面でのタケノコ掘りを行うなど活動を継続中。五感で学べる貴重な交流の場を次世代へとつないでいきます。

（パルシステム東京）

６月13日（土）、東都生協さんぼんすぎセンターで行われた３生協共催「第11回うた広場」に30代～90代の59名
が参加し、職員と組合員のバンド「フェアトレード」の演奏で18曲を歌いました。司会の城南保健生協横山直城さん
が、曲が作られた年のヒット曲やできごとなどを解説すると、その頃の思い出に涙ぐむ人もいました。司会と参加者 
の双方から声を掛け合いながら笑いが絶えず、楽しく盛り上がったひとときでした。

第２回Tokyo NbSアクションアワード優秀賞！
いなぎめぐみの里山

「うた広場」でいっしょに歌って、みんなで健康

主催者とバンド「フェアトレード」のみなさん（左から２人目：ピアノの 
色川さん、５人目：司会とギターの横山さん、右端：ギターの森崎さん）

組合員企画による森林保全のための間伐 上空から見る「いなぎめぐみの里山」

パルシステム東京
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６生協：パルシステム生活協同組合連合会、生活クラブ事業連合生活協同組合 
連合会、生活協同組合連合会コープ自然派・オレンジコープ事業連合、生活協同
組合連合会アイチョイス、グリーンコープ生活協同組合連合会、東都生活協同組合

６生協合同で水田政策と米の価格問題を考える学習会を開催
東都生協×パルシステム連合会×

生活クラブ連合会

西都保健生協では、組合員が参加するさまざまな健康づくり活動を行い、地域のつながりをつくっています。

●�第17回健康ウォーク 
交流集会（2025年）
10月18日（土）、都立小金井 

公園に５市から125名が集合。 
プロの指導で歩き方を学び、
ゲームや踊り、歌で交流。秋の
一日、健康づくりと地域のつな
がりを深めました。
●気軽に難聴チェック
「補聴器をすすめても受診に

つながらない」という声から、
班会などで気軽にできる難聴
チェックを開始。健康づくりと
して聞こえを確認し、耳鼻科
受診や相談につなげています。
●「ふらっと食堂」開店中！

東都生協さんからの予備野菜 
提供をきっかけに、2024年 
８月から月１回開催。だれでも
ふらっと来られる食堂として、 
毎回50食以上を提供し、多世代 
の居場所をめざしています。

（西都保健生協）

「歩く」「聞こえる」「食べる」で広がる地域のつながり

聴力検査中

診療所スタッフの子どもたちもお手伝い

ウォーキング講習 じゃんけん列車

「ふらっと食堂」は様々な世代の方が利用

西都保健生協

４月11日（土）、オンラインを含め組合員や生産者、関係者など 
約620人が参加しました。「令和の米騒動」を生産調整による生産 
削減と需要増によるものと分析した明治大学作山巧教授の基調
講演や米の生産者からの報告、各生協の組合員代表による取り 
組みのアピールなどを実施しました。2027年度に予定される 
水田政策の抜本見直しに向けて、６生協が政策提言の基礎を 
固め、連帯の意義を再確認する機会となりました。（東都生協）

明治大学
作山巧教授

東都生協
戸田梓理事が発言
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４月24日（金）から５月１日（金）まで、国連で開催された核不拡散条約（NPT）再検討会議に日本被団協・
生協代表団の一員として樽井専務理事が参加しました。都内の生協からは東京都生協連のほか、コープみらい、
パルシステム東京、パルシステム連合会、コープデリ連合会からも参加し、全国の仲間と共に活動しました。

４月27日（月）には、NPT再検討会議の開幕の様子を国連総会議場の傍聴席から見守りました。各国の関心
の高さがうかがえ、国際会議の空気を肌で感じる貴重な経験となりました。

平和行進や国際集会にも参加しました。平和行進では「被爆80年東京ピースプロジェクト」の旗を掲げ、昨年 
夏に開催した「原爆パネル展」の参加者から託された折り鶴を道行く人に手渡して、平和への想いを届けました。 
さらに、国連での原爆展オープニングセレモニーや、ラガーディアコミュニティカレッジでの被爆証言のサポート 
も行いました。熱心に証言に耳を傾け、質問を寄せてくれる現地の大学生の姿に、次世代へ平和を継承する希望 
を強く感じました。

会議は最終文書の不採択という残念な結果でしたが、現地で実感した核廃絶を願う世界の人々の絆は揺るぎ
ません。この経験を糧に、今後も東京の生協と連帯し、被爆者のみなさんに寄り添いながら、平和を求める声
を広げていきます。

ニューヨークから平和の願いを世界へ
〜2026年NPT再検討会議に参加して〜

NPT再検討会議が
いよいよ開幕

国連本部ロビーで開催された
原爆展にて

日本被団協・生協代表団として
ニューヨークに集結

ラガーディア校での
被爆証言

東京都内の生協と
被団協のみなさん

道行く人々に折り鶴を手渡し
平和を願う
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